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（4）ワーキンググループ検討の流れ

基本目標
の確認

施策の方向
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エネルギー

　ワーキンググループの検討では、はじめに塩竈の環境を特徴づけるものとして「海」「安全」「参加」の３つの視点

があげられました。そして、これらの視点に基づいて基本目標の整理、施策の方向の分類を行い、視点別のイメ

ージ図を作成して重点施策の抽出を行いました。

施策の方向

施策の方向
施策の方向

施策の方向

基本目標 基本目標

３つの視点：
海、安全、参加 

①海に関する施策イメージ

Ａ塩竈の海を活かした水辺環境をつくる

Ｇ伝統的な景観を守り、活用する

安全な生活環境
づくりへの取り組み

市民参加による
環境への取り組み

Ｈ貴重な自然景観を保全する

Ｆ島嶼(とうしょ)部の
自然環境を保全し、そ
の特性を活用する

Ｏ都市防災における
環境配慮を進める

Ｂ市民が楽しめる魅力
ある港町をつくる

Ｑ空気や水をはじめとす
る環境質をより高める

Ｅ生物の生息・生育環境

Ｃくらしと産業が共存
する海辺をつくる
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②安全に関する施策イメージ

景観の保全

Ｏ都市防災における環境配
　慮を進める

流出抑制 災害・事故の減少

渋滞解消省エネ・省資源

自動車利用の抑制
きれいな空気

歩行者、自転車、身障者にとって安全で快適な道路環境

Ｍ環境に配慮した交通体系
　の整備を進める

Ｐ環境汚染を未然に
　防止する

環境汚染の予防

きれいな海

国・県との連携

協働の推進

リスク・コミュニケーション

Ｅ生物の生息・生育
　環境を保全する

海の環境保全

安全な海

Ｆ島嶼（とうしょ）部の自
　然環境を保全し、その
　特性を活用する

さわやかな空気

安全な生活

：施策の方向

Ｒ廃棄物の適正処理を推進
　する

Ｑ空気や水をはじめとする
　環境質をより高める

安全な
空気

陸域環境の保全

　自然環境を保全するための施策が生活の安全を確保したり、安全のための交通基盤の整備が環境の保全につながっていたりと、

環境で扱う施策は相互に関連しています。

　そしてそれらの取り組みは、安全な生活の実現だけでなく景観の向上やエネルギー問題などにも関連していきます。

　このイメージ図ではそのような施策相互間の関連

を示すとともに、その取り組みの結果がもたらす環

境への働きかけについて示しています。

安全な生活

③参加に関する施策イメージ

市民の参加のプロセス

環境について知る・興味・関心を持つ

自分の生活を見直す・マナーを守る

積極的に行動する・周囲に協力を呼びかける

市・地域の活動に参加する・独自の活動を興す

市の参加のプロセス 事業者の参加のプロセス

業務体制を見直す・環境基準を守る環境に関する情報を収集・発信する

協働の場をつくる・コミュ
ニケーションを持つ

環境について知る・興味・関心を持つ
率先して環境改善に取り組む・実践する

≪参加の目標像≫ 
意識を育み、行動に参加する、

市民主体の環境保全

そのために…

そのために…

：施策の方向

そのために…

Ｓ環境教育・学習を推進する

Ｔ環境情報の共有化を進める

U市民・事業者の環境に関する主
　体的な活動を支援・育成する

Ｖ市、市民、事業者の協働体制のもと
　環境に関する各種活動を推進する

Ｗ環境に配慮した
　行動を推進する

Ｘ環境美化を推進する

Ｄ身近な都市の緑をつくる

　ここでいう「参加」とは、市民参加を指すだけではなく、市民・事業者・市が、それぞれの参加のプロセスを経て、三者が協力し

ながら環境保全に取り組む、協働のしくみと姿勢を築いていくことを目的としています。

　このイメージ図は、三者の参加のプロセスを示

すとともに、それぞれのプロセスを踏んでいく上で

必要となる施策を示しています。 
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